
                          

            

           

      

                      

    

   

 

              

   

 

 

終戦 81 年、平和な社会実現の行動を! 

微力でも 無力ではない!!  
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８

月

３

日

に

ᵭ

平

和

の

取

り

組

み

に

対

す

る

要

請

書

ᵮ

を

釜

石

市

に

提

出

し

ま

し

た

ᵨ

釜

石

市

側

か

ら

は

ᵧ

佐

野

正

治

総

務

企

画

部

長

他

３

名

が

対

応

ᵨ

釜

石

地

区

平

和

実

行

委

員

会

か

ら

は

ᵧ

今

野

徹

実

行

委

員

長

ᵧ

小

國

博

文

副

実

行

委

員

長

ᵧ

五

嶋

大

季

副

実

行

委

員

長

ᵧ

菊

池

利

行

地

協

事

務

局

長

ᵧ

三

浦

一

泰

釜

石

市

議

が

要

請

行

動

を

行

い

ま

し

た

ᵨ 

 

釜

石

市

は

艦

砲

射

撃

の

街

と

し

て

ᵧ

黙

と

う

や

サ

イ

レ

ン

吹

鳴

を

こ

れ

ま

で

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

ᵨ 

 

昨

年

の

当

地

区

高

校

生

に

よ

る

平

和

行

動

如

く

ᵧ

次

世

 

女 性 青 年 委 員 会 の 役 員 及 び 遠 野 地 区 の 地 協 幹 事 の 皆 さ ん の お 力 で 、  

折 り 鶴 、 4 0 羽 が 完 成 し 、 県 の 平 和 集 会 で 活 用 さ れ ま し た 。  

そ の 後 、 連 合 の  平 和 行 動 と し て 、 広 島 の 平 和 集 会 に 届 け ま し た 。  

平 和 へ の 願 い を 込 め て 、 思 い を ひ と つ に / 釜 石 集 会 ・ 遠 野 集 会  

↑ 佐 野 総 務 企 画 部 長 と 今 野 平

和 実 行 委 員 会 実 行 委 員 長 。  

釜 石 艦 砲 射 撃 の 歴 史 、 戦 争

の 遺 跡 、 継 承 活 動 の 大 切 さ を

熱 く 懇 談 し ま し た 。 →  

平
和
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要
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７

月

２

９

日

に

ᵭ

平

和

の

取

り

組

み

に

対

す

る

要

請

書

ᵮ

を

遠

野

市

に

提

出

し

ま

し

た

ᵨ

遠

野

市

側

か

ら

は

ᵧ

多

田

清

隆

総

務

企

画

部

総

務

課

長

他

１

名

が

対

応

ᵨ

遠

野

地

区

平

和

実

行

委

員

会

か

ら

は

ᵧ

湊

惠

幸

実

行

委

員

長

ᵧ

前

川

さ

お

り

副

実

行

委

員

長

ᵧ

石

井

吉

浩

実

行

委

員

会

事

務

局

長

ᵧ

菊

池

利

行

地

協

事

務

長

が

要

請

行

動

を

し

ま

し

た

ᵨ

こ

れ

ま

で

の

取

り

組

 
 

 

 

こ

ん

だ

ん 

 

↑ 多 田 総 務 企 画 部 総

務 課 長 と 湊 惠 幸 実 行

委 員 長 。  

地 域 の 実 情 を 懇 談 し

ま し た 。 →  
 

遠 野 教 育 児 童 会 館 に て の 集 会  釜 石 T E T T O 前 広 場 に て の 集 会  

代

へ

の

啓

発

活

動

を

重

視

し

ᵧ

平

和

の

取

り

組

み

の

発

信

を

継

続

す

る

と

と

も

に

平

和

教

育

の

大

切

さ

を

強

く

訴

え

ま

し

た

ᵨ 

 組

み

の

継

続

を

強

く

訴

え

ま

し

た

ᵨ 


